
今日の琵琶湖では、環境

の保全だけでなく再生の必

要性が提案されています。

湖岸のヨシ帯を増やす、生

物が棲めるように川や水路

を作り直すなどですが、干

拓された内湖（陸側の小さ

な湖）を再び湖に戻すとい

う提案もあります。地域の

環境のことなので、まずは

地元の人たちが目標（望ま

しい環境）を検討します。

物質的な自然環境の修復を

話し合うわけです。その場

合、実際の地元の活動をみ

ると、人々の判断にはその

地域の文化が深く関わてい

ることに気づきます。

滋賀県びわ町の早崎干拓

地（写真）では、様々な専門

家の応援を受けて、干拓地

を再び湖に戻す実験が県に

よって行われています。その

一方で、計画を検討する地

元の人たちは、内湖を利用し

ていた当時の様子を思い出

しながら、自分たちの経験を

まとめる活動をしています。

このように、自分たちの

経験を参照しながら再生の

目標を考えていく点に、住

民からみた環境再生の特色

がありそうです。コミュニ

ケーションを通してまとめ

られる経験とは、その地域

固有の文化といいかえても

よいでしょう。

環境再生の目標は、もちろ

ん、文化というかたちのない

ものではなく、物質的な自然

環境の修復です。ただ、そこ

に住む人々にとって、再生の

対象は身近な地域の環境で

す。したがって、人々がそれ

らと長期的につきあっていく

ためには、地域文化という地

域固有の発想も必要になっ

てくるように思われます。
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こんにちは！ 展示交流員です。 
私たちは、琵琶湖博物館の案内だ
けでなく、展示を通してみなさん
と交流し、みなさんに身近な自然
や生活へ目を向けていただく『か
けはし』となっています。どうぞ
お気軽にお声をかけてください。 

Ａ展示室の奥にあるコレクシ
ョンギャラリー。ここではたくさ
んの化石や鉱物を見ることがで
きますが、ほかにもいくつかの
見どころがあります。今日はか
くれた見どころを展示交流員
さんに案内してもらいます。

ここでは本物の化石や岩石
にさわることもできるのです
か？

「自然史キットライブラリ
ー」という化石や岩石を手に
とってさわれるキットを用意

しています。その中には「磨
けばあんたも宝石よ」と名付
けられたキットもあります。
このキットには本物のダイヤ
モンドも含まれていて、ご覧
になる来館者の目も輝いてい
ますね。

「こんにゃく石」というの
は何でしょうか？

それは「イタコルマイト」
のことです。この岩石はブラ
ジルで採取されたのですが、
石を作っている鉱物の並び方

が一方向へ整列しているの
で、ゆるやかに曲げることが
できるのです。ぜひためして
みて欲しいですね。

日本にもマンモスがいたの
ですね。

９月４日までの期間限定で
「マンモスゾウ化石と世界の
ゾウ化石」をトピック展示し
ています。日本で発見された
マンモスの化石やマンモスの
体毛もご覧になっていただけ
ます。
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自然キットライブラリー

マンモスゾウ化石

こんにゃく石、曲がるかな？
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